
会
べ
疋
四
等
六
幅
二
十
一
日
恵
三
崎
粛
便
物
認
可
内
毎
月
一
回
一
回
毘
行
可
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ベ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て
・
径
一
昨
搭
士
松
岡
孝
児

商
業
生
産
説
の
諸
性
格
:
;
:
・
目
;
・
:
:
:
・
経
務
皐
士
松
井
清

デ
ィ

l
チ
ェ
ル
公
債
論
の
設
展
:
:
・
:
空
明
感
士
島
恭
彦

?e 

産
物
方
に
つ
い
て

海

外

移

住

民

考

ワ
i
ル
の
農
業
経
皆
集
約
度
概
念
山

-
持
活
千
博
士
本
庄
楽
治
郎

経
湾
問
中
土
青
盛
和
雄

経

濁

堕

士

小

泉

所

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



イ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
明
下
に
就
い
て

第
四
十
一
容

第

盟主

七
i¥. 

七
i¥. 

居時

V丹ザ

.7i.. 

.'、、

ン
の
切
下
に
就
い
て

ル
ギ
イ
帽

フJ
F

寸
/

松

孝

Sì~ 

岡

序

言

ペ
U
Y

ギ
イ
は
一
九
二
六
年
、
そ
の
本
位
貨
ア
ラ
ン
を
七
分
の
一
に
切
下
げ
も
安
定
せ
し
め
、
爾
後
切
下
に
よ
る

輪
出
貿
易
従
つ
て
は
生
産
上
の
利
益
を
享
受
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
一
一
二
年
イ
ギ
ヲ
ス
が
そ
の
金
本

位
制
を
離
脱
せ
る
後
、
特
に
一
九
三
三
年
世
界
経
捕
併
合
議
の
結
果
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
金
プ
ロ
ヴ
グ
を
結
成

せ
る
時
よ
り
‘
そ
の
経
済
は
他
の
金
本
位
制
離
脱
闘
の
特
段
な
反
動
的
重
慶
を
受
け
、
「
ベ

Y
ギ
イ
は
何
庭
へ
行

く
?
」
と
い
ふ
言
葉
は
会
〈
ぺ

Y
ギ
イ
経
糟
の
運
命
を
直
言
せ
る
の
観
を
奥
へ
て
ゐ
た
。

本
来
金
プ
ロ
ッ
ク
な
る
a

も
の
の
構
成
さ
れ
た
契
機
は
、

一
九
三
三
年
七
月
よ
り
ロ
ン
ド
ン
に
聞
か
れ
だ
世
界
経

済
合
議
に
於
い
て
‘
魚
替
協
定
の
一
成
立
に
闘
し
、
米
悌
聞
に
立
見
の
一
致
を
妨
げ
た
事
情
の
殺
生
で
あ
る
。
併
し

1) 拙稿:ペルギイ園立銀行制度の改正(経潜論叢第:;n~i作第 3 披 p. 416以下)
Frank， L.・La日abilisationmOlt1etaire en Bdgique句 P:~，r Ì!;， I927 ;日本銀行;調
査局:白耳義の遁貨安定大正十五年十一月.其イ也君!Ioft円
L'In五ormation-0也 vale Belgique? (12.白ept. 193~) 



i
t
e
;
j
b主
義
畿
畢
量
響
額

周
知
の
ご
と
〈
、
金
プ
ロ
ッ
ク
構
成
固
た
る
偽
』

白
、
伊
、
和
、
波
、

ス
イ
ス
、

首
ノ
ュ
ク
サ
ン
プ
ウ
ノ
Y
の
七
ケ
岡

の
園
民
輝
梼
の
特
性
を
吟
味
す
る
と
き
は
、

一
方
に
於
い
て
こ
の
プ
ロ
ッ
ク
が
本
位
貨
問
題
を
通
じ
て
結
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
謂
は
ぱ
金
融
的
上
層
経
済
に
閥
す
る
協
力
を
目
的
と
せ
る
-
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
貨
は

問
題
の
後
生
原
因
は
各
闘
の
生
産
的
下
部
麗
神
の
不
況
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
の
問
題
の
克
服
に
は
此
種

各
闘
の
園
民
経
済
的
特
性
へ
の
反
省
が
大
い
に
要
求
き
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
戚
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
殊
に

ぺ
U
F

ギ
イ
に
つ
い
て
此
等
の
勅
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
と
き
は
、
共
の
特
性
は
最
も
頴
著
に
現
は
れ
て
端
本
る
。

蓋
し
べ

Y
ギ
イ
は
多

t
の
欧
米
先
進
闘
と
共
に
謂
は
ゆ
る
高
度
資
本
主
義
闘
で
あ
る
が
、
殊
に
共
の
特
性
と
す

，5 

Fコ
は
間
二1::
ð~: 

資
源
ノレ・

，，' 

f正
、

人
口
極
め
て
多

p
¥
ι
u
h
F」且
W
K
団士・
3
・
乙
=
ヰ
ー
日
T1L
斗
1

日
り
ん
や
丸
、

H
H
H
6
-
h

一Ft
，中
i
'
K
E
l
-
-

ノ，B
叫
苛

n
1
1
I
r
1
h
E
M
A
-
-
r
/
L
+

剛十一，

生
産
口
聞
の
輸
出
て
ふ
輸
会
最
大
関
心
事
と
す
る
般
態
を
呈
せ
し
め
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
更
に
此
の
斡
の
内
容
に
立

ち
λ
っ
て
云
へ
ば
、
そ
の
主
要
供
給
園
の
第
一
位
は
フ
ラ
ン
ス
及
び
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
之
に
次
ぐ
も
の
は
才
ラ
シ

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
Y
ゼ
シ
チ
ン
で
あ
っ
て
、
前
二
者
は
夫
ミ
二
五
億
プ
フ
ン
、

オ
一
ア
ン
ダ
以
下
は
犬
ミ
一
七
億

五
0
0
0蔦
フ
ラ
一
ン
、

一
五
億
フ
ラ
ン
及
一

O
億
フ
フ
ン
で
あ
る
。
之
に
謝
し
そ
の
主
要
輸
出
闘
の
第
一
位
は
フ

ラ
ン
ス
で
あ
り
、
之
に
次
ヤ
も
の
は
イ
ギ
リ
一
月
、

-アン
v

ド
イ
ツ
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
は
夫
ミ
三

O
億
プ

一
七
億
五

0
0
0寓
フ
ラ
ン
及
一
五
億
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
此
聞
に
於
い
て

オ
一
ア
ン
ダ
、

一
七
億
五

0
0
0
高
ア
一
プ
シ
、

轍
出
入
共
フ
ラ
ン
ス
が
最
色
重
要
な
地
位
を
占
め
て
居
る
が
こ
の
こ
と
は
て
フ
ン
ス
へ
の
轍
出
減
少
が
自
ら

4
y

ギ
イ
纏
捕
砕
を
衰
弱
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
諸
に
悌
白
貿
易
及
閥
税
問
題
が
ひ
そ
か
何

ベ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
で

第
一
競

第
四
十
一
巻

七
九

七
九

L'Information-Oll va le BelgiquE:川 ~O Sept.. 1934) 
COTcelle. Ch.: Les岳changes frarÎco-bet~e~; pal'is， 1934-

3) 
勢)



ペ
ル
ギ
イ
・
フ
ヲ

y
の
切
下
に
就
い
て

第
間
十
一
巻

i¥. 
O 

第

就

i¥. 
O 

此
等
問
題
の
赴
く
と
こ
ろ
は
、
遂
に
一
九
三
四
年
十
月
プ
ラ
ッ
セ

Y
に
於
け
る
金
プ
ロ
ッ
タ
曾
議
と
な
り
・

庭

に
は
一
九
三
五
年
三
月
チ
ュ

ユ
ス
首
相
の
訪
偽
合
談
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
が
何
れ
も
ペ

Y
ギ
イ
所
期
の

目
的
を
蓬
し
得
y
h
し
こ
と
は
後
に
述
べ
る
が
如
く
で
あ
る
。
結
局
此
の
闘
に
於
い
て
考
へ
ら
れ
た
こ
と
は
、
金

プ
ロ
ッ
タ
r

の
存
在
は
単
な
る
上
層
経
掛
部
面
の
問
題
で
あ
っ
て
、
深
く
そ
の
生
産
に
ま
で
喰
ひ
込
ん
で
行
っ
て
ゐ

る
存
在
で
は
な
い
。

従
っ
て
金
守
ア
ロ
ッ
ク
r

に
し
て
そ
の
存
作
の
秘
本
が
脅
か
さ
れ
る
に
於
い
て
、

こ
こ
に
附
民
経

時
的
岡
山
?
中
心

2
し
て
7
て
仰
存
在
役
規
定
す
る
に
一
生
ら
ゴ
あ
を
和
た
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

ペ

Y
ギ
イ
は
宜

に
金
プ
ロ
ッ
ク
諾
闘
中
第
一
に
此
の
問
題
に
遭
遇
し
、

主
ハ
の
矛
盾
に
苦
し
ん
だ
園
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
こ

の
解
決
を
卒
債
切
下
に
求
め
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
金
プ
ロ
ッ
ク
の
存
在
ぞ
規
定
す
る
特
性
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

今
日
世
界
的
不
況
裡
に
於
い
て
、
卒
使
切
下
は
勿
論
寓
能
薬
的
封
策
で
は
な
い
。
然
る
に
も
拘
ら
子
、
方
今
不

況
卦
策
問
題
の
最
後
の
鍵
は
常
に
卒
債
切
下
に
於
い
て
認
め
ら
れ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
特
に
注
意
す
ぺ

き
と
こ
ろ
で
あ
名
。
此
の
意
味
に
於
い
て
私
は
以
下
べ

Y
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
切
下
問
題
を
遮
ペ
ん
と
す
各
一
も
の
で
あ

る
が
、
第
一
に
之
を
賂
来
せ
し
め
た
ぺ

Y
ギ
イ
粧
梼
恐
慌
の
内
容
会
叙
し
、
次
に
そ
の
封
策
と
劃
策
の
特
性
と
を

述
べ
、
併
せ
て
此
等
の
問
題
に
若
干
の
批
剣
を
加
へ
ん
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

ーー

ベ
ル
ギ
イ
鰹
漕
恐
慌
の
概
観



以
上
越
べ
士
る
が
ご
と
き
、

ペ

Y
ギ
イ
の
報
済
不
況
は
一
九
二
九
年
に
始
ま
る
。
今
ぞ
の
概
況
を
述
べ
る
と
次

の
ご
と
〈
で
あ
る
。

先
づ
一
一
般
株
債
指
数
に
つ
い
て
見
る
と
、
ぞ
の
一
九
二
九
年
に
於
け
る
最
高
最
低
の
差
は
七
六
バ
ア
セ
ン
ト
に

達
し
て
居

b
、
共
後
に
於
け
る
肢
態
色
、
一
九
二
八
年
五
月
よ
り
一
九
三
二
年
六
月
に
亘
る
期
間
に
於
い
て
下
落

は
七
六
バ
ア
セ
ン
ト
に
遣
し
て
ゐ
る
。

更
に
ま
た
産
業
別
株
債
指
数
に
つ
い
て
見
る
正
、

一
九
二
八
年
よ
り
一
九
三
二
年
に

E
っ
て
現
は
れ
た
下
落

は
、
銀
行
業
及
び
製
鑑
業
に
於
い
て
犬
ミ
七

O
パ
ア
セ
ン
ト
、
繍
山
業
及
ポ
紡
績
業
に
於
い
て
犬
、
、
八

O
バ
ア
セ

ン
ト
で
あ
る
c

ま
に
株
式
及
び
債
務
磯
行
商
に
つ
い
て
見
て
ら
、
そ
の

A

九
二
八
年
及
び
一
九
二
九
年
に
於
げ
る

療
行
高
は
年
冷
平
均
約
一

O
億
フ
ラ
ン
に
達
し
て
ゐ
た
も
の
が
、

一
九
三
二
年
以
後
に
於
い
て
は
著
し
〈
低
下

し
、
同
年
に
於
い
て
前
半
期
に
は
四
億
五
五

O
O首
何
フ
ラ
ン
、
克
に
後
宇
期
に
は
一
一
億
七
三

O
O高
プ
ラ
ン
に
誠

じ
て
ゐ
る
。

尚
又
ぺ
M
Y

ギ
イ
岡
立
銀
行
の
報
半
日
と
し
て
礎
表
さ
れ
た
色
の
に
よ
っ
て
見
て
も
、
此
種
経
持
恐
慌
の
客
嗣
倒
的
事

情
が
明
か
に
看
取
さ
れ
る
。
卸
ち
一
九
二
九
年
に
於
け
る
舎
吐
数
は
五
七
一
九
、
そ
の
排
込
資
本
金
二
八

O
億
ヲ

-Y

ン
、
世
債
八

O
億
ブ
ラ
シ
、
そ
の
利
益
六

O
億
フ
ラ
ン
、
そ
の
う
ち
配
営
せ
る
も
の
寅
に
三
五
億
フ
ラ
ン
を
示

し
て
ゐ
た
も
の
が
、

一
九
三
三
年
に
は
一
方
、
合
同
一
枇
歎
は
七

0
0
0
、
抑
込
費
本
金
は
五

O
O
億
フ
ラ
ン
、
一
枇
債

亦
一

O
O
億
ご
フ
ン
に
増
し
て
ゐ
る
の
に
、
他
方
、
そ
の
あ
げ
た
利
益
は
僅
か
に
三

O
儲
ブ
ラ
シ
に
す
ぎ
す
、
配

d

L

N

ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
審

第

披

ノk

八

今同様の指扱につt、で'907年ばロノ門'セシト、 I()20年 l士37パアセ Y トを示
してゐるが、その差の大なる勤は1929年に於いて正に歴倒的な歎を示してゐ
ることは注意しなげればならない。
L'Information-op・cit.(12. Sept. 193+) 
L'Informationーop.cit. (iz Sepi. 1934): 
L'Information-op. cit. (12. Sept. 1リJ4)
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e
へ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

第

披

丹、

i¥. 

品
目
回
せ
る
も
の
に
至
つ
て
は
二

O
億
ブ
ラ
シ
に
尚
に
な
い
と
い
ふ
。

轄
じ
て
失
業
者
に
つ
い
て
見
る
と
、

一
九
二
九
年
前
に
於
い
て
は
此
の
数
は
一
高
人
を
超
え
る
こ
と
は
殆
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
あ
る
.
か
、

一
九
三
三
年
に
は
約
二

O
寓
人
に
達
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
こ
の
種
失
業
者
は
完
全
失
業

者
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
外
に
略
ミ
之
と
同
数
の
一
部
失
業
者
が
め
る
こ
と
は
直
ち
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
め
り
、

之
を
加
へ
る
と
き
は
共
の
不
況
の
深
刻
性
は
容
易
に
察
知
さ
れ
る
。

-
3
7
-
n
u
L
a
g
、vg両
主
会

1
4
え
こ
〉
、

:
z
E
F
}、

』

F
i
t
s
E
中
幅
七

E
l〆
l
:
l
t
J
F

~、ノごし
r
v
b
K
4
1
J凶
晶

4
p
lゅ
a
A
-

，
、
J

、J
-

v

r

、、

Z
u
-
-
4
4刊
い
一
i
J

一一

J
J
4
Z
巴:ーに
t
J
9
f
じ

一点二一一一一

4
ド

ω

五
九
、
印
ち
そ
の
下
落
率
は
四
一
バ
ア
セ
ン
ト
を
示
し
、
小
買
物
債
指
数
に
つ
い
て
も
同
一
期
間
に
一

O
O
よ
り

入
O
じ
、
印
ち
二

O
パ
ア
セ
ン
ト
の
下
落
率
営
示
し
て
ゐ
る
。

ペ
Y
ギ
イ
経
済
は
賃
に
か
か
る
事
態
に
於
い
て
次
第
に
衰
弱
し
、

一
九
二
六
年
後
数
年
間
そ
の
卒
領
切
下
を
利

用
し
て
蓄
積
せ
る
結
果
は
次
第
に
消
耗
し
つ
〈
さ
れ
ん
と
す
る
に
至
っ
て
遂
に
経
済
恐
慌
を
惹
き
起
き
ぎ
る
を
得

な
か
っ
た
。
向
ほ
ま
た
更
に
こ
の
恐
慌
に
於
い
て
工
業
部
面
を
見
る
と
、
そ
の
影
響
は
重
工
業
部
面
よ
り
軽
工
業

部
面
に
於
い
て
一
層
深
刻
で
あ
る
が
、
そ
の
事
情
は
左
表
の
遁
り
で
あ
る
。

九

::lu 
年

Pレ

ギ

イ

工

業

生

産

指

数

一
六
・
五

‘' へ

銑

月
銭

均

ヱ
ー 1'"'業
01一生

o 型産
一二三一|八

年
iiB繊

O 

♀維
九
五

ー塑-1，-..，

石
O 
O 

i !1炭

ー主ーI I卒
鋼

S. D. N.: Bulletin mensuel de Statistique 1935 ~;c.z 8) 



一九一一一

O
年

九

年

九

年

九

年

一
九
コ
-
四
年
六

一
九
三
四
年
十
二
月 月

八
九
・
八

~ 
ノ、

え6

一
四
・
七
一

一一. i¥. 

五

一
間
・
二

一
二
・
九

比
等
の
事
情
を
綜
合
す
る
と
、
我
冷
は
そ
こ
に
ペ
山
何
人
ギ
イ
艦
持
に
悲
き
旭
3
れ
に
恐
慌
の
概
観
よ
'
り
し
て
ペ

Y

、

、

、

、

也

事

、

、

.

、

、

、

ギ
イ
は
生
津
市
分
配
の
作
方
隔
が
}
遁
じ
て
一
殺
崩
ぜ
る

6
の
な
る
こ
と
、
特
に
重
工
業
」
ふ
り
騨
工
業
に
ぞ
の
部
化
即
時
V

八
二
・
八

ム
ハ
九
・
九

七
了
七

大
七

ーヒ

七
八
・
四
一

A 
O 

A 
O 

九

七
二
・

o

二
六
六
一

二
五
九

一
一
・
二
五

了
七
八

大
二
・
四

. 

:7L 

:7L 

問
ノ、

--. 

-'-F、

四
九
・
九

四

一

O 
A 

響
の
深
刻
な
る
も
の
あ
ぷ
を
否
定
す
る
を
得
な
い
。

ーー一
ベ
比
四
ギ
イ
経
潤
恐
怖
劃
貨
の
大
彊

議
に
於
い
て
ペ
U
F

ギ
イ
は
途
に
一
九
三
四
年
八
月
二
十
二
日
そ
の
恐
慌
救
糟
策
を
賞
施
す
る
に
至
つ
亡
。
こ
の

恐
慌
針
策
は
既
に
一
九
三
三
年
以
来
北
米
合
衆
聞
に
於
い
て

Y
7
ズ
ザ

z
y
ト
の
採
用
せ
る
と
こ
ろ
に
類
似
し
て

ゐ
る
。
即
ち
ベ

Y
ギ
イ
の
封
策
も
亦
一
種
の
金
融
的
救
済
案
に
よ
っ
て
共
の
恐
慌
を
克
服
せ
ん
と
せ
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
は
自
ら
そ
の
劃
策
の
根
本
を
次
の
二
勅
に
師
着
せ
し
め
て
ゐ
る
。
そ
の
第
一
知
は
信
用
構
張
で

あ
り
、
そ
の
第
二
鈷
は
銀
行
改
革
で
め
る
。

ベ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
凶
十
一
巻

第

競

i¥. 

i¥. 



ペ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
で

第

競

第
四
十
一
巻

八
四

A 
四

従
来
正
統
皐
探
的
見
地
か
ら
一
一
般
に
恐
慌
卦
策
と
し
て
と
h
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
は
謂
は
ゆ
る
デ
ア
レ
エ
シ

ヨ
V
J

政
策
で
あ
る
，
か
、

ペ
Y
ギ
イ
経
稗
恐
慌
の
深
化
は
途
に
こ
の
正
統
皐
仮
的
停
統
政
策
の
績
行
を
許
5
な
く
な

っ
た
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
信
用
慣
張
が
取
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
停
統
政
策
の
強
行

ぞ
不
可
能
な
ら
し
め
る
に
至
っ
た
事
情
よ
り
し
て
は
銀
行
改
革
が
泉
げ
ら
れ
な
け
れ
，
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば

ぺ
U
F

ギ
イ
攻
府
の
意
闘
は
此
等
の
二
大
目
標
伝
説
じ
、
ま
づ
銀
行
一
般
の
相
互
連
帯
性
の
強
調
佐
同
り
、

一
一
一
百
円
円
陸
時

イ』
1
1
品世

阪
機
附
h
V
L

訳
(
ん
し
.
会
利
引
下
政
策
な
抽
出
及
し
、
一
決
ド
は
預
金
制
蹴
行
止
企
業
銀
行
と
の
分
離
を
行
は
ん
と
し
た
こ

と
に
あ
る
。
以
下
真
に
項
を
改
め
順
次
そ
の
内
容
を
明
か
に
し
た
い

0
9

川
銀
行
一
般
の
相
互
連
帯
性
の
強
調

l
i
上
掲
二
大
目
標
に
基
〈
針
策
と
し
て
ペ

Y
ギ
イ
に
於
げ
る
銀
行
の

f
-

相
互
連
帯
性
ぞ
強
調
す
る
に
至
っ
た
契
機
を
な
す
も
の
は
二
九
三
一
年
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
停
止
で
あ
る
。
共

の
理
由
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
従
来
ぺ

Y
ギ
イ
に
於
け
る
金
融
資
金
の
少
か
ら

F
る
部
分
は
イ
ギ

9
ス
銀
行
に
よ

一
九
三
一
年
イ
ギ
旬
ノ
ス
を
襲
へ
る
本
位
貨
恐
慌
は
自
ら
こ
の
ぺ

Y
ギ
イ
へ

の
投
資
資
金
の
引
上
会
強
行
せ
ゴ
る
を
得
ゴ
ら
し
か
る
に
至
っ
た
。
こ
の
資
金
の
肩
替
り
は
主
と
し
て
ペ

Y
ギ
イ

令
融
資
本
の
二
大
機
関
た
る
y

y
エ
-
プ
・
ジ
ェ
ネ
ラ

Y
(
切
口
町
一
台
小
の
宮
企
丘
町
号
同
庁
一
色
宮
内
)
及
び
プ
リ
ュ
ッ
セ

Y
銀

っ
て
融
通
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
め
る
，
か
、

行

(
F
2
5
弘
司

F5m--m∞
)
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
。
そ
の
金
額
は
二

O
低
ヌ
ラ
ン
に
達
し
た
と
い
は
れ
る
。
之
に

よ
う
て
ベ
M
Y

ギ
イ
よ
り
の
イ
ギ
η
ノ
ス
資
金
引
上
の
危
機
は
一
腹
救
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
聞
に
於
い
て

そ
の
放
慢
貸
付
を
通
じ
第
二
の
危
機
は
醸
戒
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
み
る
。

E. B. D.: Les arretes-Iois bel宮esde reoγganisation Ji Ha_:ncièrt~ p. 599世間".
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併
し
ま
七
ベ

Y
ギ
イ
に
於
け
る
銀
行
中
に
は
此
種
契
機
に
よ
る
こ
と
な
〈
し
て
共
の
経
替
に
失
敗
せ
る
も
の
も

な
い
で
は
な
い
。
上
越
の
ニ
銀
行
は
歴
史
的
に
は
一
世
紀
又
は
略
ミ
之
と
等
し
き
期
間
ベ

Y
ギ
イ
及
び
共
の
植
民

地
ヨ
ン
ゴ
オ
の
金
融
機
闘
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
来
っ
た
も
の
で
め
り
、
今
失
の
恐
慌
に
嘗
つ
で
も
巌
密
に

五
へ
ば
非
難
を
免
れ
得
な
い
賄
も
あ
る
が
、

一
臆
は
イ
ギ

y
ス
賛
金
の
引
上
に
劃
し
て
ベ

Y
ギ
イ
を
謹
る
乙
と
を

判
刊
に
。
し
か
る
に
他
方
に
於
い
て
例
へ
ば
ベ

Y
ギ
イ
持
働
銀
行
の
ご
と
き
は
、
そ
の
オ
オ
ス
ト

9
ヤ
持
働
銀
行
貸

付
資
金
が
オ
オ
ス
ト
リ
ヤ
政
府
に
波
牧
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
英
大
な
資
金
の
焦
付
を
生
ぜ
し
め
、

持
働
者
階
級
に
損
害
を
輿
へ
、
還
に
そ
の
艇
替
を
も
困
難
な
ら
し
め
る
に
至
っ
た
も
の
も
あ
る
。
或
は
又
ア
ラ
シ

ド

Y
金
融
界
な
支
配
せ
る
〕
般
銀
行
州
刷
会
〔
K
K
E
Z
2
5
F
=
}二
E
5
=
m
E
m
)
の
如
〈
従
京
巳
に
ぞ
の
艦
替
困
難

に
陥
ち
に
る
が
れ
」
正
き
色
m
w
も
な
い
ー
で
は
な
い
に
売
に
於
い
i
T
此
勢
。
事
情
は
自
ら
ベ
wy

可
イ
益
聞
の
融
行
開
m
w一

連
帯
的
協
同
の
必
要
を
痛
戚
せ
し
め
、
ベ

Y
ギ
イ
岡
立
銀
行
ま
に
大
い
に
之
を
態
語
し
、
途
に
一
九
三
四
年
八
月

二
十
二
日
銀
行
信
用
に
闘
す
る
法
律
が
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

本
来
ペ

Y
ギ
イ
の
ご
L
」
き
高
度
資
本
主
義
闘
に
於
い
て
は
、
銀
行
資
本
は
必
然
的
に
金
融
資
本
と
化
し
、
諸
部

面
の
企
業
は
必
然
的
に
金
融
資
本
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
従
っ
て
一
度
金
融
資
本
に
し
て
戟
悌
す
る
と
き

は
、
そ
の
影
響
は
岡
民
解
掛
内
の
産
業
一
般
に
及
び
、
此
等
の
事
情
は
遂
に
信
用
を
し
て
高
債
な
ら
し
め
、
勢
ひ

そ
の
分
配
を
も
岡
家
機
闘
に
よ
り
統
制
分
配
す
る
の
外
な
か
ら
し
め
る
の
事
情
を
生
ぜ
し
め
る
に
至
る
。

ベ
Y
ギ

イ
経
済
が
共
の
危
機
に
営
り
信
用
構
張
に
よ
る
恩
恵
政
策
を
行
は
ん
と
し
、

ま
づ
銀
行
一
般
の
漣
帯
性
を
臨
調
し

.
4

ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

丹、

五

第
一
貌

八
五

芸叫 Lacrise de la Eanq田 belgeζlu'I'm'vai1 (Revue d'品conomie politique， 
'934. No. 4・ p.1212 et 5uiv.) 
E.H.D.: Les arret白.loisheJg白川 reorga.nisationfinanciere. (Revue Econo-
miql1e Jnternationale， Sep. 1934-pp. 599る18.)
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4

L

N

ギ
イ
・
ア
ラ
ン
の
切
下
に
就
い

τ

第
四
十
一
巻

A 
穴

A 
六

第

披

以
っ
て
金
融
資
本
下
に
あ
る
銀
行
組
織
伝
一
舟
披
討
し
た
こ
と
は
こ
の
意
味
か
ら
し
て
差
嘗
っ
て
己
な
を
得
な
か
っ

に
と
一
五
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

吋
信
用
慣
張
機
関
の
設
釦
ー
ー
か
く
の
ご
と
き
事
情
に
於
い
て
要
求
さ
れ
た
も
の
は
震
に
信
用
蹟
張
機
闘
の

r'E

‘、

設
定
で
あ
る
o

ぺ
Y
ギ
イ
は
法
律
に
よ
っ
て
こ
の
機
闘
を
強
行
的
に
設
定
し
、
共
の
卦
策
を
強
制
せ
ん
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
去
の
内
容
は
果
し
て
如
何
な
る
・
も
の
で
あ
っ
た
か
。

此
の
機
関
に
於
い
て
最
忠
世
一
耳
立
地
位
に
立
つ
に
a
A
の
は
開
立
産
業
貸
付
命
日
枇

‘、つ
4
F
4
1

，F
K
・
ト
da

・

J
6
 

1

4

!

・・

F
、

副

}
F
U
λ

、寸

d

一

-dlv
ー

‘υonMm門
巾

Z
弘一

o
g
r
仏

m
O
E
H門
炉

H4EZ印
可
主
で
あ
る
。
此
の
機
関
は
そ
の
綿
識
及
び
副
総
裁
は
園
王
自
ら
之
を
任
命
す

る
も
の
で
あ
り
、
其
目
的
は
巳
に
述
べ
た
信
用
の
統
制
分
配
を
行
は
ん
と
す
る
に
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
た
め
に

二
つ
の
特
植
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
第
一
は
二

O
億
フ
ラ
ン
の
金
庫
謹
券
の
後
行
植
で
あ
り
、
ぞ
の
第
二
は

之
に
仲
っ
て
認
め
ら
れ
た
特
，
縦
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
夜
行
誼
券
利
子
の
三
メ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
が
ご
と
き
、
そ
の

期
限
の
二
十
ヶ
年
で
あ
る
が
ご
と
き
、
叉
政
府
の
保
誼
と
一
発
枕
と
を
認
め
ら
れ
た
る
が
ご
と
き
こ
れ
で
あ
る
。
そ

の
後
行
誼
券
は
一
九
三
五
年
末
ま
で
を
期
限
と
し
て
農
業
.
工
業
及
び
商
業
上
の
取
引
を
目
的
と
す
る
曾
祉
の
長

期
債
券
に
引
換
へ
ら
れ
る
・
も
の
で
め
る
。
即
ち
こ
の
引
換
に
よ
っ
て
引
換
合
祉
の
債
券
の
満
期
期
間
は
二
十
ヶ
年

間
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
引
換
へ
ら
れ
た
従
来
の
債
券
利
子
は
引
換
と
同
時
に
四
・
二
五
バ
ア
セ
ン
ト

に
切
下
げ
ら
れ
る
。
本
来
こ
の
金
庫
誼
券
の
金
利
は
三
メ
ア
セ
シ
ト
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
額
一

-
二
五
バ
ア
セ

ン
ト
は
貸
付
合
枇
の
牧
入
と
な
り
、
ぞ
は
積
立
て
ら
れ
て
臨
時
損
失
償
還
準
備
資
金
と
な
る
。
こ
の
資
金
に
卦
す

L'Infor皿 ation-up.cit. (13. Sept. '934・)ロ)



る
見
透
は
二
十
ヶ
年
間
に
約
一

O
億
フ
ラ
ン
と
操
想
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
金
額
が
即
ち
貸
付
費
金
総

額
二

O
億
プ
ラ

U
J

に
卦
す
る
損
失
危
険
で
あ
る
。

要
す
る
に
こ
の
S
・
N
・
C
・
-
-
の
漁
期
し
て
ゐ
る
計
査
目
的
は
、
岡
家
の
信
用
に
於
い
て
従
来
銀
行
財
産
中
に

睡
眠
し
て
ゐ
る
資
本
約
二

O
億
フ
ラ
ン
を
動
員
し
之
を
資
金
化
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
資
金
化

し
得
る
限
界
は
約
八

0.ρ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
と
謂
は
れ
る
が
、
と
も
か
く
此
の
許
主
に
よ
れ
ば
か
く
の
ご
と
き
睡

眠
貸
付
を
有
す
る
銀
行
は
此
の
方
法
に
よ
り
直
ち
に
之
を
資
産
と
し
て
計
上
し
得
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
意
味
に

於
い
て
こ
の
積
許
主
は
或
は
金
利
の
低
減
に
於
い
て
、
或
は
叉
漁
約
償
還
請
求
の
承
認
に
於
い
て
、
或
は
叉
新
規

貸
付
の
設
定
に
於
い
て
市
銀
行
一
般
に
到
し
そ
の
資
産
の
流
動
性
合
柑
能
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
」
城
中
純
飛
一

般
に
七
乃
至
人
.ρ

ア
セ
ン
ト
を
示
し
て
ゐ
に
金
利
に
封
し
、
四
船
三
五
〆
ア
セ
ン
ト
の
低
利
営
採
用
せ
る
こ
k
は、

債
務
者
の
に
め
著
し
〈
そ
の
負
携
を
軽
減
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
明
か
で
あ
る
。

付
金
利
引
下
政
策
の
迫
甘
ん
ー
ー
か
く
の
ご
と
〈
政
府
針
策
が
金
利
の
重
暦
に
苦
し
め
る
べ

Y
ギ
イ
産
業
従
つ

て
は
銀
行
に
卦
し
、
そ
の
負
携
を
師
一
減
せ
し
め
る
に
歪
っ
た
こ
と
は
、

ペ
M
Y

ギ
イ
金
融
粧
油
開
部
面
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
疑
ふ
鈴
地
が
な
い
。

併
し
政
府
政
策
と
し
て
の
金
利
引
下
を
と
り
あ
げ
る
か
ぎ
ち
、

之
に

関
聯
し
て
S
-
N
・C
・
-
-
の
外
に
向
ほ
他
の
機
闘
を
設
定
す
る
に
至
っ
た
こ
と
も
亦
無
視
す
べ
か
ら
ぎ
る
事
貸
で

あ
る
。
そ
は
岡
立
商
工
業
舎
一
枇
(
〉
-
Z
-
F
h・

及
び
一
一
般
貯
蓄
恩
給
金
庫
(
内
・
。
・
開

-m-

又
は
〉
2
2
5
z
o
=
Z
R
Bロ
丘
町
同
日
己

g
E己
庁
内
丹
内

C
E
B
2口一色。)

〔
い
包
山
田
町
の
か
ロ
恥

E
F
L雨
宮
司
問
日
巾
内
作
品
内
問
問
庁
『
曲
目
丹
市
田
)

の
設
立
郎
ち

又
は

ベ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
一
披

八
七

第
阿
十
一
巻

i¥.. 
七

L'Info目nation-op.cit. (13・5ept:.1934) '3) 



ペ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
凶
十
一
巻

i¥. 
j¥， 

第

就

入
入

之
で
あ
る
。

か
く
て
べ

Y
ギ
イ
岡
立
銀
行
は
此
種
金
融
機
開
酬
を
遁
じ
、
そ
の
低
金
利
政
策
を
一
般
産
業
に
ま
で
撞
潤
せ
し
め

ん
と
し
、
巳
に
一
九
三
四
年
四
月
二
十
六
日
、
そ
の
割
引
率
営
三
・
五
バ
ア
セ
ン
ト
よ
り
三
バ
ア
セ
シ
ト
に
引
下

げ
て
ゐ
た
も
の
が
、
一
具
に
上
述
金
融
救
油
開
策
の
成
立
せ
る
八
月
二
十
八
日
に
は
之
を
ば
ニ
・
五
バ
ア
セ
シ
ト
に
ま

で
引
下
げ
た
。
向
又
こ
の
金
利
引
下
を
助
成
す
る
の
意
味
に
於
い
て
八
月
二
十
四
日
に
は
法
律
ヤ
制
定
し
、
之
に

よ
っ
て
一
九
一
一
一
六
年
七
月
一
日
ま
で
ぽ
強
仰
償
迫
貸
付
h
h
u
b
-
認
め
ふ
に
宇
一
つ
ト
戸
ο

預
金
銀
行
と
企
業
銀
行
と
の
分
臨

l
l
以
上
述
べ
た
合
融
救
済
策
は
そ
の
機
能
を
完
全
に
す
る
た
め
に
信

用
繍
張
に
闘
す
る
諸
般
の
方
策
を
明
か
に
し
に
の
で
あ
る
が
、

更
に
注
意
す
べ
き
は
之
と
共
に
此
種
法
案
の
設
定

営
必
要
な
ら
し
め
た
所
以
の
根
本
事
情
に
着
眼
し
、
之
に
劃
し
て
も
亦
そ
の
方
針
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
こ
左
で

あ
る
。
是
れ
卸
ち
預
金
銀
行
及
び
企
業
銀
行
の
分
離
で
あ
る
。
こ
の
分
離
の
有
つ
意
義
は
、
之
に
よ
っ
て
、
信
用

蹟
張
と
共
に
考
察
さ
れ
た
銀
行
改
革
の
方
向
を
決
定
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
尤
も
こ
の
規
定
の
貫
施
は
一
九
三
六
年

一
月
一
日
か
ら
で
は
あ
る
が
。

此
の
預
金
銀
行
及
び
企
業
銀
行
の
一
分
離
に
閥
す
る
法
律
が
寅
施
主
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
惹
き
起
さ
れ
る

影
響
は
、
光
づ
預
金
銀
行
の
取
扱
ぴ
得
る
貸
付
僚
件
に
つ
い
て
で
あ
る
。
即
ち
預
会
銀
行
貸
付
傑
件
は
一
一
般
に
は

二
ヶ
年
以
内
に
於
い
て
償
還
さ
る
べ
き
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
預
金
銀
行

の
貸
付
期
間
の
制
限
は
一
般
に
は
之
に
よ
っ
て
預
金
銀
行
貸
付
の
長
期
貸
付
印
ち
企
業
貸
付
へ
の
参
加
を
禁
宇
る

L'InformatIonー op.cit. (13. Sept. 1934) 14) 



こ
と
に
な
り
、
之
は
そ
の
限
り
預
金
銀
行
を
し
て
専
ら
短
期
貸
付
に
従
事
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
貸
付
を
ぱ
そ

の
資
金
闘
係
の
制
約
の
下
に
一
躍
合
理
化
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

己
に
遮
ベ
た
る
が
ご
と
〈
、
ベ

Y
ギ
イ
今
次
の
恐
慌
は
イ
ギ
η
ノ
ス
資
金
の
引
上
に
よ
る
べ

Y
ギ
イ
諸
銀
行
の
一
貸

付
肩
替
り
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
園
民
経
済
的
立
場
か
ら
云
へ
ば
、
不
可
避
的
な
事
情
が
認
め

ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
原
則
の
確
立
さ
れ
た
今
後
に
於
い
て
は
、
こ
の
預
金
銀
行
及
び
企
業
銀
行
の

分
離
原
則
に
基
き
少
く
も
放
慢
貸
付
の
出
現
は
明
か
に
禁
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
避
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

向
又
一
般
に
銀
行
資
産
服
態
の
明
瞭
を
期
待
す
る
方
法
と
し
て
、
此
等
規
定
と
共
に
各
銀
行
は
毎
月
そ
の
資
産

伏
遣
い
三
友
す
て
」
h
E
C

こ
と
む
坦
事
3
1
3
こ
竪
つ

E
D
Z
U

J
J
1
4
J
1
4
正
ペ

d
t
l
;
1
;
-
A
，
!
?
咽

g

四

ベ
ル
ギ
，
q
盤
調
思
鴨
劃
賓
の
特
性

以
上
に
於
い
て
、

一
九
二
六
年
第
一
次
の
貨
幣
安
定
を
終
っ
た
ベ

Y
ギ
イ
は
一
九
二
九
年
後
再
び
艦
掛
恐
慌
に

陥
り
、
そ
の
結
果
之
炉
針
策
と
し
て
一
種
の
金
融
救
消
策
が
成
立
せ
る
事
情
念
述
べ
た
。
こ
の
針
策
に
よ
っ
て
示

さ
れ
た
内
容
は
巳
に
遮
ベ
た
鈷
に
よ
っ
て
容
易
に
推
察
さ
れ
得
る
が
ご
と
く
、

一
九
三
三
年
後
北
米
合
衆
園
に
於

い
て

Y
ク
ズ
ゲ
z
u
y

ト
が
採
り
つ
つ
あ
る
復
興
策
と
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
ゐ
る
。

元
来
此
の
北
米
合
衆
園
復
興
策
の
見
方
は
正
に
同
閣
の
貨
幣
恐
慌
に
劃
す
る
見
地
が
貨
幣
を
以
っ
て
そ
の
原
因

で
あ
る
と
し
、
従
っ
て
そ
の
金
融
上
の
難
勤
は
貨
幣
市
場
統
制
者
郎
ち
銀
行
の
私
恋
に
基
く
も
の
で
あ
る
と
し
、

ベ
ル
ギ
イ
・
フ
ヲ

y
の
切
下
に
就
い
て

第
凶
十
一
巻

A 
夫a

第
一
披

A 
九



4

ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
同
十
一
巻

第

務

九
O 

九
O 

か
く
て
之
に
劃
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
針
策
は
貨
幣
的
難
賄
に
闘
し
で
は
貨
幣
的
劃
策
が
講
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
と
、
更
に
そ
の
貨
幣
的
難
黙
が
銀
行
に
よ
っ
て
惹
き
起
き
れ
た
'
と
す
れ
ば
、
之
に
於
い
て
銀
行
の
私
怒
が
修
正

3
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。

ぺ
Y
一
ギ
イ
の
上
掲
金
融
救
梼
策
は
こ
の
見
地
と
正
に
同
じ
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
ぺ

Y
ギ
イ
結
構
白
樺
の
特
性

は
巳
に
述
べ
た
4
0
が
ご
と
〈
.
北
米
令
衆
閣
の
そ
れ
と
蒸
し
く
異
り
、
高
度
資
本
主
義
聞
と
し
て
輸
出
入
に
極
端

に
依
存
し
て
ゐ
る
事
情
に
あ
り
市
秘
っ
て
自
給
自
足
的
な
岡
民
経
画
的
特
性
を
有
つ
北
米
A
n
衆
闘
の
政
策
、
特
に

劃
内
的
物
債
引
上
策
を
主
目
的
と
す
る
北
米
A
n
衆
闘
の
そ
れ
と
は
問
視
し
得
な
い
。
然
る
に
ベ

Y
ギ
イ
の
恐
慌
調

策
に
於
い
て
か
く
の
ご
左
き
雨
闘
の
根
本
的
結
構
組
織
の
相
遣
を
無
親
し
、
恐
慌
の
上
層
現
象
に
の
み
留
意
し
、

之
を
以
っ
て
貨
幣
現
象
な
り
と
し
、
ま
に
そ
の
貨
幣
現
象
営
誤
ら
し
め
た
責
任
者
を
ぱ
銀
行
な
り
と
断
定
し
て
ゐ

る
こ
と
は
‘
要
す
る
と
こ
ろ
そ
の
着
服
と
封
策
と
が
す
べ
て
表
面
的
現
象
的
で
め
る
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
っ

て
、
不
況
の
よ
っ
て
来
る
根
本
原
因
に
鯛
れ
て
ゐ
な
い
。
ま
た
偲
り
に
百
歩
を
譲
れ
ば
、
貨
幣
側
封
策
の
反
覆
に

よ
っ
て
還
に
は
不
出
を
克
服
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
色
考
へ
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
事
賓
北
米
合
衆

困
が
己
に
経
験
し
た
そ
の
致
呆
は
思
は
し
か
ら

F
る
事
情
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
封
策
は
か
し
ろ
他
の
方
面

に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勿
論
こ
の
こ
と
は
貨
幣
劃
策
又
は
銀
行
劃
策
を
無
視
し
ゃ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
主
張
せ
ん
と
す
る
と
こ

ろ
は
た
だ
此
等
貨
幣
劃
策
へ
の
考
察
に
先
立
っ
て
生
産
方
面
へ
の
針
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
ふ
に
あ
る
c

本

Warburg， J. P.: La politique monetaire (Revue d時~CI'm，i)rnie politique. 1934. 
No. 5・pp.'49ト '492.)
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京
市
こ
の
こ
と
が
容
易
な
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
併
し
信
用
重
調
に
よ
っ
て
不
況
が
克
服
さ
れ

た
の
は
資
本
主
義
制
程
糟
の
正
常
的
後
展
時
代
で
あ
り
‘
今
日
の
ご
と
〈
ぞ
の
殺
展
自
躍
の
内
容
に
問
題
を
含
ん

で
ゐ
る
時
代
に
於
い
て
は
、
何
が
不
況
白
暗
に
か
く
の
ご
と
き
問
題
を
含
ま
し
め
て
ゐ
る
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば

な
ら
宇
、
此
の
意
味
よ
り
し
て
着
立
は
む
し
ろ
恥
骨
方
面
に
先
立
っ
て
全
島
方
面
に
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

6

の
と
思
は
れ
る
。

E 

ベ
ル
ギ
4
・
フ
ラ
ン
切
下
の
契
機

以
上
越
ベ
に
る
一
か
ご
と
く
、

ペ
Y
ギ
イ
純
情
の
不
況
は
、

銀
行
貸
付
の
放
悼
仁
よ
っ
て
若
し
く
は
叫
化
の
皮
ぞ
深

め
て
ゐ
に
炉
、
諸
に
一
九
三
五
午
三
月
三
十
一
日
を
以
っ
て
更
に
切
下
念
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事
情

が
展
開
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
契
機
は
寅
に
本
年
三
月
初
め
に
起
つ
に
ポ
ン
ド
の
下
落
で
あ
る
。

た
も
の
で
あ
る
か
は
姑
く
措
き

U

之
に
よ
り
不
況
に
陥
っ
て
ゐ
に
ペ

Y
ギ
イ
路
神
は
遂
に
越
え
難
き
障
碍
に
遭
遇

こ
の
ポ
ン
ド
下
落
が
何
に
よ
っ
て
起
つ

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
下
落
が
惹
き
起
し
た
障
碍
は
直
ち
に
迫
っ
て
ペ

Y
ガ
を
脅
か
し
た
の
で
は

な
い
。
そ
は
ま
づ
ポ
ン
ド
下
落
を
遁
や
る
ペ

Y
ギ
イ
・
ア
一
ア
ン
へ
の
暦
遣
、
克
に
は
之
に
劃
す
る
信
認
の
失
墜
こ

れ
に
依
っ
て
ベ

Y
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
に
調
し
岡
際
的
投
機
を
惹
き
起
さ
し
め
る
と
共
に
、

ベ
Y

ギ
イ
資
本
の
海
外

逃
避
を
生
ぜ
し
め
、
や
が
て
そ
れ
は
ベ

Y
ギ
イ
圃
立
銀
行
を
し
て
金
の
輪
出
を
禁
止
せ
し
め
、
不
可
避
的
に
切
下

ベ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

第

披

先ゐ

:iL 

16) Jenny: Lnchute de franc belge (Revu<， politique et parlementaire 1935. 
No・4');L'Information-Nuuvelle politique lbe]ge -(31. :Nlars， 1935) 
此の原因Eごついては責際には正確な原因が卵]つでゐないが、一般には(1)イ
ギリ λの政治的不安、 (2)北米令第:岡にj時げる平債切下及びインフレ品シヨ
ン等のためドりbがポンドに野し比i倒的低〈評債きれてゐ土色のが、その安
定によって修正が行はれたこと、(::，)ロ y ドンに集中された大陸資金が大陸

17) 



ベ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

ju 

第

披

丸ム

を
行
は
し
め
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
真
に
立
ち
入
っ
て
そ
の
聞
の
一
事
情
を
説
明
し
ゃ
う
。

ポ
ン
ド
の
下
町
併
に
よ
っ
て
ベ

Y
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
に
動
揺
起
る
や
、

、
、
、
、

封
し
貿
易
的
劃
策
を
講
じ
た
。
印
ち
専
ら
魚
替
防
衛
の
た
め
に
利
上
操
作
に
よ
る
貨
幣
的
針
策
を
行
は
や
、
直
ち

ベ
U
F

ギ
イ
前
首
相
チ
ユ
ユ
丸
は
直
ち
に
之
に

に
劃
倒
貿
易
政
策

ω轄
挽
仁
よ
っ
て
そ

ω解
決
を
岡
ら
ん
と
し
た
。
粧
が
此
の
際
貨
幣
的
操
作
の
撃
に
出
な
か
っ

た
こ
と
は
注
目
に
備
す
る
。

詳
一
託
す
れ
ば
彼
は
金
利
引
上
策
、

品
崎
北
什
管
開
策
に
訴
へ
る
こ
ー
と
な
く
、
自
ら
他
の
悶

1，(': 
L 

11: 

リ
や・

訪

れiI
し

っ
た
の
で
め
る
。

そ
め
か
い
向
仁
村
r
レ
て
Y
F
?

ン
ス
j
J
劃
ベ
ル
ベ
イ
山

M
H政
M
m
U
J
齢
判
材
刊
を
-
長
米
」
ゆ
る
に
主

彼
は
三
月
十
八
日
フ
一
フ
ン
デ
グ
}
訪
昨
し
、

親
し
く
フ
ラ
シ
ダ
ン
ム
」
合
同
見
し
て
、

ポ
シ
ド
下
来
山
が

7
-
フ
ン
ス
、

ベ
Y
ギ
イ
雨
聞
に
及
ぽ
す
影
響
を
検
討
す
る
と
共
に
、

之
に
劃
す
る
金
プ
ロ
ザ
ク
の
指
導
的
立
場
に

あ
る
フ
ラ
ン
久
、

ベ
Y
ギ
イ
岡
闘
の
針
策
を
協
議
し
た
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
が
各
圃
殊
に
イ
ギ
η
ノ
子
と
の
遁
商
傑

約
に
よ
る
最
恵
囲
約
款
に
基
き
、
た
と
ひ
ペ

Y
ギ
イ
の
特
別
取
扱
を
認
め
忍
こ
と
よ
り
、
金
本
位
制
離
脱
諸
闘
に

封
し
こ
の
特
権
の
憤
張
均
括
合
生
ぜ
し
め
ぎ
る
を
科
ゴ
る
の
虞
あ
り
と
し
て
も
、
此
際
は
是
非
ペ

Y
ギ
イ
の
特
別

取
扱
を
認
h
u
べ
き
こ
と
を
要
求
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
併
し
こ
の
要
求
は
フ
ラ
ン
ス
に
よ
り
国
曲

に
拓
絶
さ
れ
た
ゃ
う
で
あ
る

P

・
笈
際
ペ

Y
ギ
イ
資
本
も
凡
そ
こ
の
同
概
念
界
と
し
て
A

高
速
に
逃
避
を
開
始
す
与
に

至
っ
た
。
首
相
チ
ュ
ユ
ス
は
姦
に
封
偽
貿
易
交
捗
に
寓
策
つ
き
そ
の
最
後
策
と
し
て
貨
幣
操
作
過
程
に
移
り
、
割

引
率
引
上
、
魚
替
制
限
を
行
ふ
に
至
っ
た
。

併
し
此
等
の
政
策
が
鷲
し
た
結
果
は
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
か
し
ろ
ペ

Y
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
に
艶
し

に於げる平和工作によって引上げられたこと、(斗}イドリスの封外貿易を有
利ならしめ品ためポンドの下軍事を電車ろ希望し、 しか色毛の下落に重量して従
来のやうに鴛替平衡資金を出動せしめなかった，::~等があげられ士ゐ与。
L;lnformation-Attes les emtr，etiens franco-belges (19. Ma.'rs: 193:5) 18) 



快
復
す
べ
か
ら
ぎ
る
軒
撃
を
加
へ
た
。
居
跡
替
取
引
は
忽
ち
ぞ
の
金
輪
出
勤
(
三
・
五
三
四
分
の
三
y
-フ
ジ
)

ニ
ス
内
閣
の
辞
職
に
際
し
て
最
色
高
調
さ
れ
、

に
至
り
、
そ
の
傾
向
は
三
月
十
九
日
チ
ュ

行
を
取
付
け
、
貨
幣
よ
り
物
へ
の
特
換
に
狂
奔
し
た
。

を
割
る

預
金
者
は
相
次
い
で
銀

か
く
て
ペ

Y
ギ
イ
岡
立
銀
行
は
途
に
こ
れ
が
救
持
に
出
動
す
る
に
至
っ
た
。
約
一
週
間
に
一
旦
っ
て
波
澗
は
兎
に

叫
却

波
摘
を
生
み
、
新
首
相
ア
ア
シ
・
ゼ
エ
ラ
ン
ド
の
新
内
閣
を
組
織
せ
る
と
き
は
、

す
で
に
ペ

Y
ギ
イ
・
フ
フ
ン
は
事

賃
上
約
三
一
.ρ

ア
セ
ン
ト
の
下
落
を
示
し
て
ゐ
だ
。
荻
に
於
い
て
フ
ァ
ン
・
ゼ
エ
ラ
ン
ド
は
そ
の
組
閣
と
共
に
議

舎
に
針
し
て
、
ィ
現
在
の
一
半
債
に
よ
る
金
本
位
を
停
止
す
る
こ
と
、
口
一
辺
哲
将
来
に
於
い
て
金
平
慣
が
}
設
定
し
金

/‘、、

本
位
に
復
時
す
べ
き
こ
と
、
川
プ
ワ
そ
℃
の

hだんめに一ゴ三ニ一ハ
Oυ-バρ
アアJ
セ

γ
ト
以
内
の
削
切F

一ド「
hμμぞ伊ザピVL」市嬰r
求すす

J

P

るA

心士心で日乙」と-ニ一ニ一現羽古布川

ω
金
準
備

を
ニ
五
恩
〆ρ
ア
宅
ン
ト
方
暫
定
的
に
再
一
評
詐
債
し
品
魚
岬
替
安
定
資
金
金
一
e

伊込込一

保
誼
を
奥
へ
る
方
針
な
る
こ
と
等
の
保
件
串
を
乞
要
求
し
た
一
が
か
、
そ
は
直
ち
に
承
認
せ
ら
れ
、

フ
ァ
ン
・
ゼ
エ
ラ
シ
ド

の
新
政
策
の
後
表
に
つ
い
で
一
二
月
三
十
一
日
よ
ち
二
八
バ
ア
セ
ン
ト
の
切
下
率
伊
一
以
っ
て
ペ
〆
ガ
貨
の
暫
行
的
規

定
は
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

-‘-

~、

ベ
ル
ギ
8
1
・
フ
ラ
ン
切
下
の
特
性

4

Y
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
切
下
は
以
上
の
過
程
に
於
い
て
行
は
れ
た
。
共
の
特
性
に
は
次
の
貼
が
め
げ
ら
れ
る

0

1
ノ，4

・
切
下
に
営
っ
て
Y

ア
ン
・
ゼ
エ
ラ
ン
ド
は
、
「
近
き
牌
来
に
於
い
て
金
卒
債
を
設
定
し
金
本
位
に
復
時
す
ベ

ベ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ

y
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

九

第
一
披

九

Z
M
d
k
h
F灸
r

I刀nformntion-Lncrise belge (畑叫n四 1935) 、

L'InfoTD1a.tion-l..e programme de ['(:1. '，'~Ul Zeeland (30. 1Iars.193S) 
L' Jnfonnation-op. cit. 
L''!nformalion-La nO':lvelle politiql.H: 1泥酔 (31. Mars， 1935) 
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ペ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

ゴL
l1I，J 

九
四

第
四
十
一
巻

第

放

き
こ
左
」
を
述
べ
て
居
り
、
ぞ
れ
は
闘
際
協
定
が
世
界
の
主
要
因
貨
幣
の
安
定
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
き
に
於
い

て
行
は
れ
る
と
謂
っ
て
ゐ
4
0
0

し
か
し
此
の
珠
想
は
見
透
し
的
に
は
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
差

嘗
っ
て
行
ひ
得
る
が
こ
左
き
事
情
に
な
い
。

け
政
府
が
議
舎
に
要
求
し
議
命
日
が
承
認
守
る
切
下
棋
は
一
一

O
バ
ア
セ
ン
ト
乃
至
一
一
一

O
メ
ア
セ
シ
ト
で
あ
る
が

，

d

t

m

 

賞
際
に
決
定
さ
れ
た
切
下
率
は
二
八
〆
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
将
来
の
安
定
事
情
に
よ
っ
て
向
ほ
一
一
一

O

バ
ア
セ
ン
ト
ま
で
の
切
下
守
抱

E
怠
味
す
る
zo
の
で
め
，
o
o

-
¥
J
J
H
J
t

，
F
p
a
F
L

、，、
3
，，、
)

b

t

t

τ

-

ヘノ

句

L
U
七ご
l
汗

t
じ
説
、
し
り
ー
な
ア
メ
ソ
メ
升
二
・
4

か
の
チ
ェ
ョ
・
ユ
官
ず
ア
キ
ヤ
が
一
九
三
四
年
ご
月
に
行
へ
る
如
き
飴
裕
な
き
一
定
率
切
下
な
る
型
と
異
る
。
併
し

ま
に
北
米
合
衆
周
の
そ
れ
は
五

0.ρ
ア
セ
ン
ト
ま
で
の
切
下
椎
を
有
っ
て
ゐ
る
に
封
し
之
を
四
一
メ
ア
セ
ン
ト
に

止
め
、
向
ほ
切
下
率
の
絵
地
を
九
〆
ア
セ

ν
ト
も
捜
し
た
こ
と
に
比
す
れ
ば
、

ベ

Y
ギ
イ
の
そ
れ
は
、
そ
の
弾
力

性
僅
か
に
ニ
バ
ア
セ
ン
ト
な
る
に
於
い
て
迄
か
に
低
い
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

』

ベ

Y
ギ
イ
今
択
の
切
下
は
以
上
の
諸
勤
に
於
い
て
形
式
的
に
北
米
合
衆
闘
の
そ
れ
に
類
似
し
て
ゐ
る
の
み

で
は
な
い
、
か
し
ろ
そ
の
切
下
の
根
本
精
神
に
於
い
て
同
様
の
類
似
知
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
蓋
し

J

べ
U
Y

ギ

イ
の
切
下
は
切
下
そ
れ
白
腫
に
直
接
的
数
果
が
期
待
き
れ
て
ゐ
る
外
に
、

そ
れ
は
他
の
諸
ミ
の
手
段
と
一
睡
を
な

し
、
そ
の
全
睡
に
於
い
て
ぺ

Y
ギ
イ
桓
祷
の
侠
復
策
が
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
い
へ
ば
切
下
は

ペ
Y
M
T

イ
艇
神
復
興
策
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
計
金
せ
る
復
興
策
は
正
に
北
米
A
H
衆
闘
の
一
?
?
・
デ
f
イ
y

に
色
比
す
べ
き
色
の
で
あ
る
。
か
く
て
ぺ

Y
ギ
イ
の
有
っ
こ
の
復
興
策
の
特
性
は
フ
ァ
ン
・
ゼ
エ
ラ
ン
ド
政
府
が

L'Inform~tioD-Nouveau Belga (2. Avril， '935) 



向車
Z

議
舎
に
劃
し
一
ヶ
年
に
亘
っ
て
そ
の
濁
裁
植
の
行
使
を
認
め
し
め
、
物
債
、
生
産
、
勢
働
傑
件
、
信
用
特
に
銀
行

を
統
制
し
得
る
担
植
を
奥
へ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
め
っ
て
、
凡
そ
こ
れ
ら
一
聯
の
針
策
は
二
首
に
し
て
云
へ
ば

目

ペ
Y
ギ
イ
経
済
の
謂
は
ゆ
る
自
由
よ
り
統
制
へ
の
轄
向
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

然
ら
ぱ
此
等
の
特
性
を
有
つ
ペ
U
Y

ギ
イ
・
プ
ラ
ン
の
切
下
は
如
何
な
る
根
擦
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
。

勿
論
此
の
根
擦
の
多
元
的
に
し
て
複
雑
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
蛍
然
で
あ
る
。
併
し
多
〈
の
現
象
的
特
性
を

通
じ
、
そ
の
背
後
に
ゐ
つ
で
こ
の
切
下
ぞ
決
定
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
根
擦
は
恐
ら
〈
次
の
諸
姑
で

は
な
h
r

ら
う
か
。
印
ち
共
の
第
一
一
ぽ
心
矧
的
影
響
で
あ
り
、
第
-
一
は
古
典
的
矯
替
防
衛
手
段
の
無
力
で
あ
る
。

〉

}

【

E
b
F〉
F
E
C
j〉
ミ

ノ

d
:
7
-
7
J
Y
U
円
、
主
日
干

E
3
式
受

drL九
F
こ
他
、

.
L
5
6
乃

d
C
ち
ら
う

v
o

占
く
つ
咋
山
主
一
山
、

fυ
処法

1
+
E
2
1
1
J
4
J
J
-

〆

I

L

t

i

タ
』
引
1

7

4
こ

r
n
n
J
J
t

ヨ4
J
F
I
I
J
4
4

〈

〈

1

今
こ
れ
を
列
奉
す
る
と
、

そ
の
第
一
は
、
切
下
問
題
に
闘
す
る
論
争
は
、
そ
が
矯
替
市
場
に
惹
き
起
き
れ
る
影
響
を
逼
じ
て
貨
幣
従
つ
て

は
政
府
信
用
に
極
め
て
重
要
に
し
て
旦
つ
危
険
な
打
撃
を
奥
へ
る
虞
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
切
下
が
惹
き
起
さ
れ
る
に
は
銀
行
の
不
健
全
な
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
挽
一
一
目
す
れ
ば
組
行
の

健
全
な
と
こ
ろ
に
は
切
下
が
起
る
傾
向
は
す
く
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
つ
蓋
し
銀
行
の
資
産
朕
態
が
極
め
て
流

動
性
に
富
h
u
聞
に
於
い
て
は
貨
幣
の
信
認
に
異
常
を
起
し
て
も
よ
く
之
守
克
服
し
得
る
か
ら
で
あ
る
匂

そ
の
第
三
は
矯
替
統
制
及
び
金
輪
出
禁
止
は
、
決
し
て
貨
幣
動
揺
に
劃
す
る
絶
針
策
で
は
な
い
。
か
く
の
ご
と

き
手
段
は
な
し
ろ
魚
替
費
動
に
作
用
す
る
金
移
動
の
限
界
を
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
矯
替
管
理
又
は
金
職
出
禁
止

ベ
ル
ギ
ィ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第

1;1Jt 

第
凶
十
一
容

九
豆L

九
:fL 

口
対
私
一

W
6

いI
寸

Jenny:υp. cit. p. 720. 24) 



ペ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ

y
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

九
六

第

官賞

九

を
不
可
能
な
る
も
の
と
す
る
か
ら
で
め
る
。

セ

結

言

以
上
之
を
要
す
る
に
、

ペ
U
F

ギ
イ
い
か
今
次
の
恐
慌
に
基
く
べ

Y
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
切
下
を
め
ャ
っ
て
行
つ
だ
そ
の

卦
策
は
、

結
局
ぺ

Y
ギ
イ
舵
梼
の
木
質
に
印
し
て
行
は
れ
ト
ー
も
の
℃
あ
る
と
は
必
は
れ
な
い
。

寵

JaEE--m↓ド

叶ロ

FA--‘
-
斗
t
ノ
~
-
れ
U
ド
〆
臼

八
月
二
寸
八
日
の
金
融
劃
策
の
す
べ
て
を
通
じ

τ著
し
く
戚
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、

そ
が
ア
メ
リ
カ
的
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。
卒
然
と
し
て
之
伝
聞
く
者
に
と
っ
て
は
寒
に

M

戸
市
ノ
ズ
ゲ
ェ

Y
ト
の
ユ
ク
・
デ
ィ
イ

y
p
-
思
は
し
め

る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
周
知
の
ご
と
く
べ

Y
ギ
イ
ば
世
界
に
於
い
て
最
も
人
口
桐
密
、
そ
の
貿
易
特
に
轍
出
ぞ
無
視
し
て
は
、

そ
の
極
構
成
立
の
根
本
義
は
考
へ
ら
れ
な
い
岡
で
あ
る
内
之
に
皮
し
、
北
米
A
口
衆
聞
は
m
単
位
面
積
人
口
少
く
費
源

多
〈
、
要
す
る
に
其
の
麗
捕
に
は
自
給
自
足
的
な
色
彩
極
め
て
濃
厚
な
園
で
あ
る
。
資
本
主
義
制
原
則
の
行
詰
り
が

要
求
す
石
封
策
を
問
題
・
と
し
て
此
等
雨
閣
の
経
祷
的
特
性
を
比
較
す
る
と
き
、
そ
こ
に
雨
岡
を
同
調
す
る
が
ご
と

き
こ
と
の
考
へ
ら
れ
。
さ
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
。
然
る
に
ペ

Y
ギ
イ
政
府
が
此
聞
に
於
い
て
慮
し
た
針
策
は
殆
ん

E
北
米
合
衆
園
的
金
融
針
策
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
切
下
を
め
ャ
っ
て
施
き
れ
た
針
策
の
ご
と
き
は
杢
〈
Y

ク
ズ
グ

ェ
Y
ト
の
そ
れ
を
努
露
せ
し
め
る
。
議
舎
に
於
い
て
フ
ァ
ン
・
ゼ
エ
ラ
ン
ド
が
述
べ
た
宣
言
に
於
い
て
も
、
彼
が
切

下
を
ぱ
寓
能
薬
と
は
考
へ
ぬ
と
し
て
ゐ
る
と
と
は
、
こ
の
切
下
を
以
っ
て
一
般
的
経
梼
針
策
の
一
部
と
し
て
考
へ



た
結
果
で
あ

f

る
。
特
に
ベ
U
Y

ギ
イ
に
於
け
る
切
下
が
、
議
合
の
認
め
た
切
下
率
が
二

O
バ
ア
セ
ン
ト
乃
至
三

0.ρ

ア
セ
ン
ト
で
あ
る
に
針
し
、
決
定
せ
る
も
の
は
二
八
パ
ア
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
尚
ほ
そ
こ
に
ニ
バ
ア
セ

ν
ト
の
錯

裕
を
残
し
た
結
の
ご
と
き
は
、

全
く
Y
・
吋
ノ
ズ
ゲ

z
y
ト
に
認
め
ら
れ
た
切
下
率
五

0.ρ
ア
セ
ン
ト
に
卦
し
共
の
決

定
傘
は
四
一
バ
ア
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
九
バ
ア
セ
ン
ト
の
飴
裕
を
残
し
た
る
に
劃
し
て
、

正
に
一
種
の
ペ
ジ
ヨ
ラ

ア
ィ
フ
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

此
等
の
事
情
は
要
す
る
に
フ
ァ
ン
・
ゼ
エ
フ
シ
ド
が
一
種
の
統
制
躍
持
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
「
い
此
の

政
策
の
成
立
に
積
極
的
存
在
で
あ
っ
た
ベ

Y
ギ
イ
枇
合
黛
の
主
張
に
侯
つ
こ
と
が
多
い
と
思
は
れ
る
。
併
し
こ
の

買
際
の
結
果
は
プ
ア
ジ
・
ぜ
で
プ
ン
ド
が

y
hノ
ズ
グ
ェ
Y
ト
の
政
策
を
讃
美
し
に
や
う
に
簡
単
に
は
現
は
れ
ま
い
ο

こ
の
こ
と
は
こ
の
種
劃
策
が
北
米
合
衆
聞
に
於
い
て
巳
に
抽
出
定
の
数
果
を
欣
め
得
予
し
て
論
難
を
招
い
て
ゐ
る
の

で
あ
，
る
か
ら
、

ペ
Y
ギ
イ
の
ご
と
き
之
と
異
れ
る
闘
民
経
済
的
特
性
を
有
す
る
闘
に
於
い
て
は
そ
の
宜
現
益
ミ
異

る
色
の
あ
る
を
戚
ぜ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
切
下
は
、
闇
民
経
漕
的
見
地
よ
り
見
て
そ
の
途
に
己
な
を
得
ま
る
と
き
に
於
い
て
の
み
認
め
る
ぺ
き

も
の
で
あ
る
。
蓋
し
切
下
は
そ
れ
に
臆
じ
閑
家
の
名
に
於
い
て
債
務
よ
り
の
合
法
的
岡
避
、
債
棋
の
強
制
的
放
棄

を
軸
加
来
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
‘

正
に
岡
家
的
見
地
よ
ち
の
個
人
干
渉
で
あ
ち
、
個
人
財
産
へ
の
侵
入
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

4

Y
ギ
イ
は
さ
き
に
一
九
二
六
年
に
於
い
て
約
八
六
パ
ア
セ
ン
ト
の
切
下
を
行
ひ
今
叉
そ
の
二
八

バ
ア
セ
ン
ト
の
切
下
を
行
ひ
た
る
わ
け
で
あ
っ
て
、

つ
ま
り
戦
争
及
び
恐
慌
代
償
と
し
て
佃
人
財
産
の
失
は
れ
た

ベ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ
ン
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

ブL
七

第

盟主

九
4二



ベ
ル
ギ
イ
・
フ
ラ

y
の
切
下
に
就
い
て

第
四
十
一
巻

九
J¥. 

第

量産

丸
;¥ 

率
は
約
九

O-ρ
ア
セ
ン
ト
に
遣
す
る
。

ペ
Y
ギ
イ
に
於
い
て
個
人
の
自
由
と
財
産
の
神
事
と
智
英
の
根
本
的
原
則

と
す
名
資
本
主
義
制
経
済
の
根
幹
が
如
何
に
強
〈
烈
し
〈
揺
り
動
か
え
」
れ
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
切
下

率
を
見
る
と
き
に
於
い
て
最
も
深
酷
な
る
印
象
を
奥
へ
る
。
併
し
こ
れ
が
寧
に
ベ

Y
ギ
イ
の
み
で
は
な
い
こ
と
は

周
知
の
如
く
で
あ
る
。

-
」
色
か
く
ぺ

Y
ギ
イ
は
一
九
一
一
六
年
の
切
下
後
十
年
に
し
て
一
件
び
そ
の
切
下
佐
行
は
ダ
る
そ
特
な
か
っ
た
。
ア
「

し
で
こ
の
十
年
闘
を
泡
劃
す
る
と
、
そ
の
前
宇
に
於
い
て
は
略
と
切
下
の
利
盆
を
亭
受
し
た
け
れ

E
4
b
.
そ
の
後

宇
に
於
い
て
は
そ
れ
い
よ
っ
て
膏
ら
さ
れ
た
不
況
、
特
に
そ
の
不
況
を
克
服
せ
ん
と
す
る
た
め
の
慎
悩
苦
難
の
答

下
に
暴
さ
れ
た
。
今
同
様
な
過
程
は
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
「
フ
ラ
シ
ス
は
何
庭
へ
行
く
ワ
レ
」
な
る

言
葉
は
叉
貫
に
今
日
に
於
げ
る
ア
ラ
ン
ス
の
運
命
を
端
的
に
表
現
せ
る
言
楽
で
あ
る
。


